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国
は
超
高
齢
社
会
へ
の
対
策

と
し
て
、
団
塊
の
世
代
が
七
五

歳
以
上
と
な
る
二
〇
二
五
年
を

目
途
に
重
度
な
要
介
護
状
態
と

な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の

最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
住
居
・
医
療
・
介

護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
て

き
ま
し
た
。

こ
こ
一
〜
二
年
の
間
に
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
加
え
人

生
百
年
時
代
を
見
据
え
た
、
高

齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も

た
ち
、
子
育
て
世
代
、
さ
ら
に

は
現
役
世
代
ま
で
を
対
象
と
す

る
「
全
世
代
型
社
会
保
障
制

度
」
の
構
築
が
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
。

全
世
代
を
支
え
る
施
策
に
お

い
て
、
言
語
聴
覚
士
は
様
々
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
施
策
で
あ
る
地
域
支

援
事
業
で
は
、
地
域
ケ
ア
会
議

に
参
画
し
聴
覚
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
衰
え
が
あ
る
方

の
生
活
課
題
の
解
決
お
よ
び
自

立
支
援
に
向
け
た
助
言
や
支
援

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
通
所
型

介
護
予
防
事
業
と
し
て
聴
覚
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
嚥
下

の
評
価
・
助
言
・
指
導
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に

く
い
方
の
活
動
や
社
会
参
加
を

支
援
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域

住
民
や
関
連
職
種
の
方
々
に

「
難
聴
と
の
付
き
合
い
方
」、

「
失
語
症
の
理
解
」、「
肺
炎
予

防
」
な
ど
の
講
話
や
指
導
も
行

い
ま
す
。

子
ど
も
の
現
状
に
目
を
向
け

る
と
、
文
部
科
学
省
の
報
告
で

全
児
童
生
徒
数
が
減
少
し
て
い

る
一
方
で
、
特
別
支
援
教
育
を

受
け
る
児
童
生
徒
は
十
年
間
で

約
一
・
九
倍
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
特
別

支
援
学
校
の
教
員
か
ら
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
構
音
、
摂
食

嚥
下
、
言
語
発
達
と
い
っ
た
多

岐
に
わ
た
る
内
容
の
相
談
を
言

語
聴
覚
士
は
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
、
言
語
聴
覚
士
等
の
専
門
家

の
派
遣
・
配
置
は
特
別
支
援
教

育
全
体
の
質
を
高
め
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
わ
ず
か

で
は
あ
り
ま
す
が
、小
学
校
に
言

語
聴
覚
士
が
採
用
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
に
お
い

て
は
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
子
育
て
世
代
に
共
通
し
て

い
え
る
、
子
ど
も
と
の
接
し
方

や
発
達
に
関
す
る
不
安
や
悩
み

に
対
し
て
、
情
報
提
供
を
行
う

こ
と
で
保
護
者
の
不
安
を
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
こ
と
ば
の
遅
れ
を
疑
う

ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
る
こ
と
で
、

保
護
者
の
気
づ
き
を
促
す
こ
と

も
可
能
と
な
り
ま
す
。

災
害
時
に
お
い
て
も
、
言
語

聴
覚
士
は
専
門
職
と
し
て
地
域

生
活
の
支
え
と
な
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

今
年
一
月
に
発
災
し
た
能
登

半
島
地
震
で
は
、
管
理
栄
養
士

や
看
護
師
、
医
師
と
協
働
で
、

食
事
場
面
を
観
察
し
、
避
難
所

で
提
供
で
き
る
食
事
の
対
応
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
食
事
摂
取

量
の
確
保
、
栄
養
障
害
の
予
防

や
、
特
に
高
齢
者
で
は
窒
息
事

故
・
肺
炎
の
予
防
に
対
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。

全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
の

中
で
言
語
聴
覚
士
が
活
躍
す
る

た
め
に
は
、
①
必
要
な
方
に
必

要
な
言
語
聴
覚
療
法
の
提
供
、

②
言
語
聴
覚
療
法
（
言
語
聴
覚

士
）
の
質
の
担
保
、
③
言
語
聴

覚
士
が
将
来
持
続
可
能
な
職
業

と
な
る
た
め
の
担
い
手
の
確

保
、
④
言
語
聴
覚
士
が
�
い
き

い
き
働
く
こ
と
が
で
き
る
�
環

境
の
整
備
、
が
重
要
と
な
り
ま

す
。そ

の
た
め
に
は
、
生
涯
学
習

シ
ス
テ
ム
、
卒
前
教
育
を
は
じ

め
と
す
る
制
度
対
策
（
医
療
・

介
護
・
福
祉
）、
当
事
者
団
体

支
援
等
の
地
域
社
会
へ
の
貢

献
、
処
遇
改
善
（
継
続
的
な
賃

上
げ
）、
出
産
子
育
て
に
伴
う

離
職
の
防
止
と
い
っ
た
様
々
な

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
す
べ
て
に
か

か
わ
る
専
門
職
と
し
て
、
国
民

か
ら
信
頼
さ
れ
る
言
語
聴
覚
士

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
も
、
本

協
会
と
都
道
府
県
言
語
聴
覚
士

会
、
そ
し
て
言
語
聴
覚
士
学
校

養
成
所
、
現
場
で
働
く
言
語
聴

覚
士
が
強
固
な
連
携
を
図
り
、

言
語
聴
覚
療
法
の
普
及
・
発
展

と
国
民
の
保
健
・
医
療
・
介

護
・
福
祉
・
教
育
の
増
進
に
向

け
た
活
動
を
今
後
も
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

十
八
歳
人
口
は
一
九
九
二
年

の
二
百
五
万
人
を
ピ
ー
ク
に
、

二
〇
二
四
年
は
百
六
万
人
と
急

速
に
少
子
化
が
進
行
し
て
い

る
。
今
後
、
二
〇
三
五
年
に
百

万
人
を
割
り
込
み
約
九
十
六
万

人
に
、
さ
ら
に
二
〇
四
〇
年
に

は
約
八
十
二
万
人
に
ま
で
減
る

と
の
予
測
も
あ
る
。
ま
た
、
二

〇
一
八
年
以
前
は
少
子
化
の
反

面
、
大
学
進
学
率
の
上
昇
に
よ

り
、
大
学
進
学
者
数
も
増
え
て

い
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
八
年

以
降
は
進
学
率
が
上
昇
し
て
も

進
学
者
数
は
減
少
の
局
面
に

入
っ
て
い
る
と
い
う
。
二
〇
二

三
年
度
で
は
、
全
国
の
私
立
大

学
の
約
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
定

員
割
れ
し
て
お
り
、
特
に
地
方

の
中
小
規
模
の
私
立
大
学
で

は
、
学
生
募
集
に
苦
戦
し
て
い

る
。近

年
の
高
等
教
育
を
取
り
巻

く
状
況
が
き
び
し
さ
を
増
す
中
、

中
央
教
育
審
議
会
（
高
等
教
育

の
在
り
方
に
関
す
る
特
別
部

会
）
よ
り
「
急
速
な
少
子
化
が

進
行
す
る
中
で
の
将
来
社
会
を

見
据
え
た
高
等
教
育
の
在
り
方

に
つ
い
て
（
中
間
ま
と
め
案
）」

が
公
表
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
近
い
将
来
で
あ

る
二
〇
四
〇
年
に
は
、
中
間
的

な
規
模
の
大
学
が
一
年
間
で
九

十
校
程
度
減
少
し
て
い
く
と
予

想
し
て
い
る
。
ま
た
、
定
員
割

れ
や
募
集
停
止
、
経
営
破
綻
す

る
高
等
教
育
機
関
が
増
加
し
て

い
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
状

況
に
あ
り
、
特
に
地
方
で
は
学

習
意
欲
の
あ
る
若
者
の
高
等
教

育
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
閉
ざ
さ
れ

る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。高

等
教
育
の
在
り
方
は
、
こ

れ
ま
で
の
マ
イ
ン
ド
を
改
め
て

い
く
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る

が
、
中
間
ま
と
め
案
で
は
今
後

の
高
等
教
育
の
め
ざ
す
べ
き
姿

を
「
知
の
総
和
を
維
持
・
向
上

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
須
で
あ

る
」
と
提
言
し
て
い
る
。

知
の
総
和
と
は
、
人
の
数
に

そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
も
つ
能
力
を

掛
け
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

少
子
化
に
よ
り
数
が
減
少
し
て

も
、
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
等
に
よ
り
学
生
一
人
ひ
と
り

の
能
力
を
最
大
限
高
め
て
補

う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

高
等
教
育
機
関
は
、
知
の
総

和
の
維
持
・
向
上
に
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
く
と
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
知
の
総
和
の
維

持
・
向
上
の
た
め
に
、
高
等
教

育
政
策
の
基
本
的
・
具
体
的
方

策
と
し
て
「
質
」「
規
模
」「
ア

ク
セ
ス
」
の
三
点
が
示
さ
れ
て

い
る
。

「
質
」
と
は
、
今
ま
で
以
上

に
教
育
研
究
の
質
を
高
め
て
い

く
取
り
組
み
を
指
す
。
教
育
内

容
の
明
確
化
、
学
修
の
成
果
が

重
要
な
要
素
と
な
る
。
ま
た
留

学
生
等
、
多
様
な
人
材
と
学
び

合
う
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。

「
規
模
」
と
は
、
定
員
割
れ

等
で
教
育
研
究
が
質
の
低
下
に

陥
ら
な
い
よ
う
、
高
等
教
育
機

関
の
規
模
を
適
正
化
し
て
い
く

試
み
で
あ
る
。

「
ア
ク
セ
ス
」
と
は
、
住
ん

で
い
る
場
所
や
世
帯
年
収
で
学

び
の
可
能
性
が
閉
ざ
さ
れ
な
い

よ
う
、
地
理
的
・
社
会
経
済
的

な
観
点
か
ら
高
等
教
育
の
機
会

均
等
を
実
現
し
て
い
く
。

ク
リ
ア
言
語
聴
覚
療
法
（
各
巻
B5
判
）

シ
リ
ー
ズ
監
修

内
山
量
史
・
内
山
千
鶴
子

池
田
泰
子
・
髙
野
麻
美

・「
言
語
聴
覚
療
法
シ
リ
ー
ズ
」
を
全
12
巻
に
再
編
し
全
面
刷
新
！

・
国
家
試
験
出
題
基
準
、
養
成
所
指
定
規
則
に
準
じ
た
最
新
版

・
す
っ
き
り
と
見
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
で
入
門
テ
キ
ス
ト
の
決
定
版
！

①
言
語
聴
覚
障
害
総
論
内
山
量
史
・
鈴
木
真
生

編
著

3960円

②
失

語

症
大
塚
裕
一
・
宮
本
恵
美

編
著

3300円

③
高
次
脳
機
能
障
害
浦
野
雅
世
・
外
山

稔

編
著

12月刊
予価
4180円

④
言
語
発
達
障
害
内
山
千
鶴
子
・
後
藤
多
可
志

編
著

10月刊
予価
3520円

⑤
小
児
発
声
発
語
障
害
佐
藤
亜
紀
子
・
緒
方
祐
子

編
著

3740円

⑥
成
人
発
声
発
語
障
害
椎
名
英
貴
・
中
山
剛
志

編
著

4180円

⑦
吃
音
・
流
暢
性
障
害
池
田
泰
子
・
坂
田
善
政

編
著

4180円

⑧
音

声

障

害
石
毛
美
代
子

編
著

12月刊
予価
3520円

⑨
摂
食
嚥
下
障
害
稲
本
陽
子
・
髙
野
麻
美

編
著

3960円

⑩
聴

覚

障

害
佐
藤
紀
代
子
・
長
谷
川
純

編
著

10月刊
予価
4620円

⑪
地
域
言
語
聴
覚
療
法
内
山
千
鶴
子
・
黒
川
容
輔

黒
羽
真
美

編
著

10月刊
予価
3300円

⑫
言
語
聴
覚
療
法
管
理
学
内
山
量
史
・
白
波
瀬
元
道

髙
野
麻
美

編
著

2025秋
刊行
予価未定

採用者
特典

図
表
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
提
供
、

講
義
資
料
作
成
に
活
用
で
き
ま
す
。

新

刊

専

門

書

（
定
価
税
10
％
込
）

プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
栄
養
学
A5
上製
288頁
5280円

―
デ
ー
タ
駆
動
型
個
別
化
栄
養
学
の
社
会
実
装
に
向
け
て
―

日
本
栄
養
・
食
糧
学
会
監
修
小
田
裕
昭
・
田
原
優
・
園
山
慶
責
任
編
集

・「
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
栄
養
学
と
は
？
」
の
概
説
か
ら
、
ゲ
ノ
ム
、
腸
内

細
菌
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
季
節
、
性
別
、
個
人
差
な
ど
様
々
な
要

因
に
よ
る
個
別
化
方
法
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
デ
ー
タ
を
駆
動
し
て
社

会
実
装
す
る
実
践
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

国

際

栄

養

学

B5
272頁
3960円

―
グ
ロ
ー
バ
ル
な
栄
養
課
題
と
そ
の
対
策
―

五
味
郁
子
・
坂
元
晴
香
・
須
藤
紀
子
・
水
元

芳
・
村
山
伸
子

編
著

・
国
際
栄
養
人
材
養
成
の
た
め
の
厚
生
労
働
省
事
業
に
よ
り
作
成
さ
れ

た
テ
キ
ス
ト
素
案
を
基
に
、
説
明
や
用
語
の
解
説
、
事
例
を
加
筆
。

現
場
か
ら
政
策
ま
で
の
視
点
を
も
ち
、解
決
で
き
る
人
材
の
た
め
に
。

ク
ッ
カ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
012

四六
144頁
カラー口絵
2頁

1870円

お
い
し
い
た
ま
ご
の
は
な
し

日
本
調
理
科
学
会
監
修

峯
木
眞
知
子
・
小
泉
昌
子
・
設
樂
弘
之
共
著

・
た
ま
ご
を
産
む
鶏
の
条
件
や
ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
ま
で
の
話
か
ら
、
栄

養
成
分
、
料
理
を
お
い
し
く
す
る
た
ま
ご
の
働
き
、
た
ま
ご
料
理
の

お
い
し
さ
、
新
た
な
た
ま
ご
の
利
用
に
つ
い
て
、
こ
の
一
冊
で
た
ま

ご
の
知
識
や
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
学
べ
る
。

残残
暑暑
おお
見見
舞舞

申申
しし
上上
げげ
まま
すす

ふふ
なな
ばば
しし
アア
ンン
デデ
ルル
セセ
ンン
公公
園園
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大

杉

成

喜

「
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
栄
養
学
」

に
つ
い
て

小

田

裕

昭

筆
者
の
所
属
す
る
皇
學
館
大

学
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
よ

り
Ｃ
Ｌ
Ｌ（Com

m
unity

Lea-
rning

Labo

）
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
と
は
、
大
学
の

あ
る
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏

（
三
重
県
の
三
市
五
町
）＊
を
中

心
と
す
る
三
重
県
内
の
フ
ィ
ー

ル
ド
に
お
け
る
様
々
な
地
域
課

題
に
つ
い
て
、
学
生
が
体
験
的

に
学
び
、
解
決
に
取
り
組
む
学

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
の

取
り
組
み
は
、
学
部
の
枠
を
越

え
た
チ
ー
ム
を
組
み
、
依
頼
者

で
あ
る
地
域
の
自
治
体
等
と
連

携
し
て
課
題
を
解
決
す
る
。
今

年
度
は
二
十
六
の
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

筆
者
は
、
伊
勢
市
教
育
委
員

会
事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
課
と
連
携

し
て
「
Ｃ
Ｌ
Ｌ
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
ス
ポ
ー
ツ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
サ
ポ
ー
ト
教
員
を
担
当

し
て
き
た
。

「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る

条
約
」（
国
連
、
二
〇
〇
六
）
で

は
、「
障
害
者
が
他
の
者
と
の
平

等
を
基
礎
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
余
暇
及
び
ス
ポ
ー
ツ

の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
可

能
と
す
る
こ
と
」（
第
三
十
条
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
は
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
等
に
お
け
る
障
害

者
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
に
よ

り
、
日
本
で
も
広
く
認
知
さ
れ

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
障
害
の

あ
る
人
に
あ
わ
せ
て
ス
ポ
ー
ツ

の
ル
ー
ル
や
器
具
を
適
応
さ

せ
、参
加
の
範
囲
を
広
げ
る「
ア

ダ
プ
テ
ィ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
」
も
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ス
ポ
ー
ツ

と
は
、
そ
れ
ら
を
発
展
さ
せ
障

害
の
有
無
や
年
齢
、
性
別
、
国

籍
等
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
相
互

に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
支
え

合
い
、
人
々
の
多
様
な
在
り
方

を
認
め
あ
え
る
共
生
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
そ
の
理
解
と
普
及
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

昨
年
度
は
、
伊
勢
市
の
広
報

誌
に
お
け
る
特
集
記
事
や
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
宣
伝
、
伊

勢
市
総
合
体
育
館
で
の
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

の
企
画
運
営
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
こ
で
今
年
度
は
、
伊
勢

志
摩
定
住
自
立
圏
に
範
囲
を
広

げ
、「
い
せ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
二
〇
二
四
」
と
連
携

し
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ス
ポ
ー

ツ
体
験
会
を
企
画
し
て
い
る
。

ま
た
、筆
者
の
研
究
室
で
は
、

障
害
の
あ
る
人
へ
の
機
器
利
用

に
よ
る
学
習
・
生
活
支
援
で
あ

る
「
ア
シ
ス
テ
ィ
ブ
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
（
支
援
技
術
）」
の
研

究
を
し
て
い
る
。
近
年
は
重
度

身
体
障
害
者
が
視
線
入
力
装
置

等
に
よ
り
、
障
害
の
な
い
人
と

も
対
等
に
パ
ソ
コ
ン
や
コ
ン
シ

ュ
ー
マ
ゲ
ー
ム
の
操
作
が
で
き
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
だ
け
で
は
な
く
観

客
も
含
め
たeSports

と
し
て

楽
し
め
る
こ
と
を
目
標
に
、
そ

の
利
用
環
境
の
開
発
・
実
践
を

進
め
て
き
た
。

Ｃ
Ｌ
Ｌ
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ス

ポ
ー
ツ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
参
加
者
が
支

援
技
術
を
体
験
で
き
る
機
会
を

設
け
て
い
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
活
用
し
て
障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
対
等
に
試
合
が
で

き
、
試
合
を
応
援
す
る
人
た
ち

も
一
緒
に
楽
し
め
る
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、

共
生
社
会
の
理
解
推
進
の
一
助

に
な
れ
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
は
学
生
の
活
動

の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
筆
者

に
と
っ
て
は
研
究
成
果
の
普
及

の
場
と
し
て
あ
り
が
た
い
機
会

で
も
あ
る
。
こ
の
活
動
を
通
し

て
地
域
連
携
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
。

（
皇
學
館
大
学
教
授
）

「
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
栄
養
学
」

と
い
う
言
葉
は
ま
だ
聞
き
慣
れ

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
言

で
表
す
と
、
最
新
の
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
技
術
に
よ
る
先
進
性

の
あ
る
精
密
な
個
別
化
栄
養
学

の
こ
と
で
あ
る
。

人
に
よ
り
個
人
差
は
大
き
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
「
体
質
」
が

あ
り
、
太
り
や
す
か
っ
た
り
、

特
定
の
病
気
に
罹
り
や
す
か
っ

た
り
す
る
。そ
の
よ
う
な
中
で
、

す
べ
て
の
人
が
幸
福
と
高
い
Ｑ

Ｏ
Ｌ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
個

別
最
適
化
さ
れ
た
健
康
的
な
食

事
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

そ
れ
を
実
現
す
る
の
が
プ
レ
シ

ジ
ョ
ン
栄
養
学
で
あ
る
。

こ
の
学
問
領
域
は
、
こ
れ
ま

で
の
栄
養
学
の
知
識
を
フ
ル
活

用
す
る
と
と
も
に
、
情
報
通
信

や
Ａ
Ｉ
の
技
術
を
最
大
限
に
活

か
し
、
そ
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

駆
動
力
と
し
、
そ
の
人
が
あ
ま

り
栄
養
学
を
意
識
し
な
く
て
も

健
康
に
な
れ
る
未
来
社
会
を
め

ざ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
に

寄
り
添
い
、
持
続
可
能
な
、
か

か
り
つ
け
の
栄
養
士
・
管
理
栄

養
士
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
栄
養
学
は
、

個
人
を
特
定
（
個
別
化
）
す
る

と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
。
従
来

の
ニ
ュ
ー
ト
リ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス

（
栄
養
ゲ
ノ
ム
学
）
や
分
子
栄

養
学
に
加
え
、
オ
ミ
ク
ス
（
生

体
内
に
存
在
す
る
遺
伝
子
や
分

子
の
全
体
像
）
生
物
学
に
よ
る

網
羅
的
解
析
で
、
精
密
に
個
別

化
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
腸
内
細
菌
の
多
様
性
が
、

体
質
の
個
人
差
、
疾
患
へ
の
感

受
性
と
か
か
わ
り
が
深
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
時

間
栄
養
学
と
い
う
分
野
か
ら
、

食
事
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
健
康
や

体
質
を
決
め
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
現
代

の
情
報
通
信
技
術
の
進
歩
に
よ

り
、
様
々
な
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
デ

バ
イ
ス
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、

非
侵
襲
的
に
体
の
中
を
推
測

し
、
寄
り
添
い
な
が
ら
、
持
続

可
能
な
情
報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

実
際
に
、
個
別
最
適
化
さ
れ

た
食
事
を
提
案
、
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
栄

養
学
は
、
研
究
に
と
ど
ま
ら

ず
、
社
会
実
装
し
て
多
く
の
人

を
健
康
に
導
い
て
こ
そ
意
味
が

あ
る
。
情
報
通
信
や
Ａ
Ｉ
の
技

術
を
活
用
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
は
、
多
く

の
産
業
が
協
業
す
る
た
め
の
基

盤
と
な
る
。
レ
シ
ピ
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
や
個
人
情
報
等
の
権
利

保
護
を
実
現
し
つ
つ
、
緩
や
か

に
共
有
で
き
る
社
会
イ
ン
フ
ラ

が
必
要
で
あ
る
。

世
界
的
に
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
栄

養
学
の
社
会
実
装
研
究
が
進
む

中
、
第
七
十
七
回
日
本
栄
養
・

食
糧
学
会
大
会
（
昨
年
五
月
）

で
、
初
め
て
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
栄

養
学
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
た
。
会
場
は
超
満
員
と
な

り
、
日
本
で
も
研
究
の
機
運
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
感

じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

来
年
五
月
に
開
催
予
定
の
第

七
十
九
回
日
本
栄
養
・
食
糧
学

会
大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
が
拓
く
栄
養
・
食

糧
学
の
未
来
」で
あ
る
。栄
養
学

の
分
野
で
も
、基
礎
の
オ
ミ
ク
ス

生
物
学
、応
用
の
疫
学
研
究
に
限

ら
ず
、膨
大
な
デ
ー
タ
を
駆
使
し

て
研
究
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
。
ま
た
実
践
に
お
い
て
も
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
駆
動
力
と
し

た
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
る
食
の
最

適
化
を
図
る
未
来
の
栄
養
学
が

到
来
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

今
般
、
昨
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
土
台
に
、
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン

栄
養
学
の
現
状
と
展
望
を
概
説

し
た
『
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
栄
養
学

―
デ
ー
タ
駆
動
型
個
別
化
栄
養

学
の
社
会
実
装
に
向
け
て
―
』

を
建
帛
社
よ
り
上
梓
し
て
い
る
。

本
稿
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
興

味
を
も
た
れ
た
方
は
ご
参
照
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
名
古
屋
大
学
准
教
授
）

「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
指
針

2
0
1
4
」
の
策
定
か
ら
十
年
が
経
過

し
た
が
、
近
年
で
は
睡
眠
に
よ
る
休
養

が
十
分
と
れ
て
い
な
い
者
の
割
合
が
増

加
し
、
健
康
日
本
21
（
第
二
次
）
の
最

終
評
価
で
は
「
悪
化
し
て
い
る
」
と
の

評
価
に
至
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
蓄
積
さ
れ

た
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
、
国
民
が
よ

い
睡
眠
習
慣
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う

「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
ガ
イ
ド

2
0
2
3
」（
以
下
、
睡
眠
ガ
イ
ド
）

が
公
表
さ
れ
た
。

こ
の
睡
眠
ガ
イ
ド
は
生
活
指
導
の
実

施
者
（
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
医
師

等
）、
政
策
立
案
者
、
そ
の
ほ
か
健
康
・

医
療
・
介
護
分
野
に
お
い
て
、
良
質
な

睡
眠
の
確
保
を
支
援
す
る
関
係
者
等
を

対
象
に
策
定
さ
れ
て
い
る
。
内
容
と
し

て
、
適
正
な
睡
眠
時
間
と
睡
眠
休
養
感

の
確
保
の
た
め
の
推
奨
事
項
が
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
別
に
ま
と
め
ら
れ
、
睡
眠
に

影
響
す
る
環
境
因
子
や
生
活
習
慣
等
に

関
す
る
参
考
情
報
も
整
理
さ
れ
て
い

る
。
本
来
は
最
も
重
要
な
睡
眠
ガ
イ
ド

の
記
載
情
報
を
中
心
的
に
扱
う
べ
き
だ

が
、
こ
こ
で
は
中
長
期
的
な
展
望
の
下

に
、
今
回
の
睡
眠
ガ
イ
ド
で
情
報
量
が

少
な
い
食
習
慣
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

睡
眠
指
標
を
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し
、
食

習
慣
と
の
関
連
性
を
検
討
し
た
研
究
は

い
く
つ
か
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
二
九

件
（
観
察
研
究
二
五
件
、
介
入
研
究
四

件
）
の
一
次
研
究
の
内
容
を
統
合
し
た

シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、

質
問
票
に
よ
る
主
観
的
、
あ
る
い
は
活

動
数
や
脳
波
等
の
生
体
情
報
に
基
づ
く

客
観
的
な
睡
眠
指
標
と
関
連
す
る
可
能

性
が
あ
る
要
因
と
し
て
、
地
中
海
食
パ

タ
ー
ン
、
食
事
由
来
の
抗
酸
化
能
、
食

事
由
来
の
炎
症
修
飾
能
、
各
種
の
食
事

の
質
ス
コ
ア
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

（Godos
etal.,Sleep

M
ed
Rev,2021

）。
ま
た
、
睡
眠
前
の
食
事
タ
イ
ミ
ン
グ
の

違
い
（D
uan
et
al.,
N
atSciSleep,

2021

）
や
、
食
事
中
の
炭
水
化
物
比

率
、
グ
リ
セ
ミ
ッ
ク
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

（
食
品
摂
取
後
の
血
糖
上
昇
量
の
程
度

を
表
す
指
数
）、
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
限
、

個
別
の
食
品
の
摂
取
（St-O

nge
et

al.,A
dv
N
ut,2016

）
が
、
睡
眠
に
影

響
を
及
ぼ
し
得
る
要
因
と
し
て
示
唆
さ

れ
て
い
る
。し
か
し
、曝
露
と
ア
ウ
ト
カ

ム
と
の
関
連
を
一
時
点
の
観
察
に
基
づ

い
て
評
価
す
る
研
究
デ
ザ
イ
ン
や
、研
究

の
質
の
評
価
結
果
が
低
く
、
食
事
が
睡

眠
へ
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
確
か
な
結

論
を
導
き
出
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

加
え
て
、短
時
間
睡
眠
が
原
因
と
な
っ

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
に
影
響
す
る

と
い
っ
た
報
告
も
あ
り
、食
事
と
睡
眠
と

の
因
果
の
方
向
性
の
判
断
は
難
し
い
。

一
方
、
運
動
・
身
体
活
動
と
睡
眠
と

の
関
係
に
お
い
て
は
、
す
で
に
米
国
身

体
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
諮
問
委
員
会
報

告
書
で
運
動
・
身
体
活
動
が
健
康
的
な

睡
眠
に
寄
与
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
今
回
の
睡
眠
ガ
イ
ド
で
の
記
載
内

容
は
、
睡
眠
と
の
因
果
に
つ
い
て
、
よ

り
確
か
な
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
い

る
。筆

者
の
視
野
が
狭
い
と
い
う
可
能
性

は
否
定
で
き
な
い
が
、
食
習
慣
に
つ
い

て
は
、
睡
眠
ガ
イ
ド
な
ど
の
行
政
施
策

に
反
映
で
き
る
ほ
ど
の
十
分
な
科
学
的

根
拠
が
揃
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
将
来
的
な
睡
眠
ガ
イ

ド
の
改
訂
に
お
い
て
、
食
事
・
栄
養
と

の
関
連
性
の
情
報
を
詳
細
に
記
載
す
る

た
め
に
は
、「
い
つ
」、「
何
を
」、「
ど

の
程
度
」
摂
取
す
れ
ば
良
好
な
睡
眠
に

つ
な
が
る
の
か
を
検
証
し
、
蓄
積
さ
れ

た
質
の
高
い
論
文
を
統
合
す
る
こ
と

で
、
確
か
な
科
学
的
根
拠
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
。

（
東
洋
大
学
准
教
授
）

特
別
支
援
教
育
免
許
シ
リ
ー
ズ
各
巻
B5
判

シ
リ
ー
ズ
監
修

花
熊

曉
・
苅
田
知
則
・
笠
井
新
一
郎

川
住
隆
一
・
宇
高
二
良

大
学
に
お
け
る
認
定
課
程
お
よ
び
免
許
法
認
定
講
習
（
特
別
支
援
教

育
）
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
必
要
な
知
識
を
系
統
的
に
学
習
で
き

る
。
特
別
支
援
教
諭
の
学
び
直
し
に
も
最
適
。

特
別
支
援
教
育
概
論
花
熊

曉

川
住
隆
一

編
著

苅
田
知
則

3300円

視
覚
障
害
教
育
領
域

見
え
の
困
難
へ
の
対
応

氏
間
和
仁

永
井
伸
幸

編
著

苅
田
知
則

3520円

聴
覚
障
害
教
育
領
域

聞
こ
え
の
困
難
へ
の
対
応

宇
高
二
良

長
嶋
比
奈
美

編
著

加
藤
哲
則

2640円

知
的
障
害
教
育
領
域

認
知
機
能
・
知
的
機
能
の
困
難
へ
の
対
応

笠
井
新
一
郎

坂
井

聡

編
著

苅
田
知
則

2860円

肢
体
不
自
由
教
育
領
域

運
動
機
能
の
困
難
へ
の
対
応

樫
木
暢
子

笠
井
新
一
郎

花
井
丈
夫

編
著

2860円

病
弱
教
育
領
域

健
康
面
の
困
難
へ
の
対
応

中
野
広
輔

樫
木
暢
子

滝
川
国
芳

編
著

2750円

重
複
障
害
教
育
領
域
①

複
数
の
困
難
へ
の
対
応

樫
木
暢
子

金
森
克
浩

船
橋
篤
彦

編
著

2640円

合
理
的
配
慮

支
援
機
器
を
用
い
た
合
理
的
配
慮
概
論

金
森
克
浩

大
杉
成
喜

編
著

苅
田
知
則

2860円

新

刊

専

門

書

新
た
な
必
須
脂
肪
酸
ペ
ン
タ
デ
カ
ン
酸

A5
128頁
2420円

―
そ
の
多
様
な
生
理
機
能
と
生
活
習
慣
病
の
予
防
―

彼
谷
邦
光

著

・
最
新
の
研
究
成
果
を
基
に
、
ペ
ン
タ
デ
カ
ン
酸
が
ど
の
よ
う
に
し
て

体
内
で
機
能
す
る
か
を
解
説
し
、
生
活
習
慣
病
等
へ
の
効
力
、
ま
た

そ
の
大
量
生
産
法
の
開
発
も
詳
説
す
る
。

持
続
可
能
な
社
会
と
人
の
暮
ら
し

A5
192頁
2310円

持
続
可
能
な
生
活
研
究
会

編

・
健
康
で
豊
か
な
生
活
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
を
再
確
認

し
、
持
続
可
能
な
生
活
を
実
現
す
る
上
で
の
課
題
や
対
応
に
つ
い

て
、
家
政
学
の
視
点
か
ら
考
え
る
。
大
学
等
の
教
養
科
目
「
生
活
」

「
家
政
学
概
論
」
等
の
教
科
書
と
し
て
も
最
適
。

レ

ッ

ス

ン

ス

タ

デ

ィ

毎
日
の
授
業
研
究
・
保
育
研
究

A5
128頁
1980円

―
幼
児
造
形
・
図
工
・
美
術
編
―

大
泉
義
一

編
著

レ

ッ

ス

ン

ス

タ

デ

ィ

・
現
場
の
教
師
に
日
々
求
め
ら
れ
る
『
毎
日
の
授
業
研
究
・
保
育
研
究
』

の
取
り
組
み
。
そ
の
意
味
と
実
践
に
つ
い
て
考
え
る
一
冊
。「
理
論

編
」「
実
践
編
」
の
二
部
構
成
。
実
践
編
で
は
、
具
体
的
な
事
例
か

ら
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹
介
す
る
。

日
本
栄
養
・
食
糧
学
会
創
立
75
周
年
記
念

A5
上製
274頁
3850円

栄
養
・
食
糧
学
が
拓
く
未
来
の
た
め
に

―
学
会
の
歩
ん
だ
軌
跡
と
会
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―

（
公
社
）日
本
栄
養
・
食
糧
学
会

編

会
員
か
ら
の
寄
稿
を
収
載
し
た
「
エ
ッ
セ
イ
の
部
」
と
、
活
動
記
録

等
を
記
し
た
「
歴
史
の
部
」
か
ら
75
年
間
を
振
り
返
る
。

健健
康康
づづ
くく
りり
のの
たた
めめ
のの

睡睡
眠眠
ガガ
イイ
ドド
22
00
22
33
とと
食食
習習
慣慣

吉

﨑

貴

大

＊
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
構
想
と

し
て
、
伊
勢
市
と
近
隣
市
町
村
が

連
携
し
、
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る

こ
と
で
人
口
定
住
を
促
進
す
る
、

総
務
省
の
取
り
組
み
。

教
科
書
採
用
特
典
と
し
て
図
表
デ
ー
タ
等
が

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け
ま
す

対
象
書
籍
を
20
部
以
上
ご
採
用
の
先
生
方
に
向
け
、
特
典
と

し
て
教
科
書
中
の
図
表
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。当
社
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
書
目
〉Ｎ
ブ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
、カ
レ

ン
ト
シ
リ
ー
ズ
、ク
リ
ア
言
語
聴
覚
療
法
シ

リ
ー
ズ
、特
別
支
援
教
育
免
許
シ
リ
ー
ズ
ほ
か

＊
対
象
書
籍
は
今
後
も
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（２）第120号建 帛 社 だ よ り 「土 筆」2024年（令和6年）9月1日



2024年（令和6年）9月1日建 帛 社 だ よ り 「土 筆」第120号（３）
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保保保保保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育育育育育
・・・・・・・・・・・・・・
教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育
にににににににににににににに
おおおおおおおおおおおおおお
けけけけけけけけけけけけけけ
るるるるるるるるるるるるるる

ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ
ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣ
ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴ
のののののののののののののの
活活活活活活活活活活活活活活
用用用用用用用用用用用用用用
とととととととととととととと
そそそそそそそそそそそそそそ
のののののののののののののの
可可可可可可可可可可可可可可
能能能能能能能能能能能能能能
性性性性性性性性性性性性性性

島島

田田

由由
紀紀
子子

国国国国国国国国国国国国国国
際際際際際際際際際際際際際際
社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会
にににににににににににににに
おおおおおおおおおおおおおお
けけけけけけけけけけけけけけ
るるるるるるるるるるるるるる

栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄
養養養養養養養養養養養養養養
問問問問問問問問問問問問問問
題題題題題題題題題題題題題題
へへへへへへへへへへへへへへ
のののののののののののののの
取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組組組組組
みみみみみみみみみみみみみみ

水水

元元

芳芳

二
〇
一
九
年
に
文
部
科
学
省

か
ら
示
さ
れ
た
新
し
い
教
職
課

程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、

保
育
内
容
の
指
導
法
に
お
い
て

「
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用

法
を
理
解
し
保
育
の
構
想
に
活

用
す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
二
〇
年

度
ス
タ
ー
ト
の
小
学
校
の
学
習

指
導
要
領
で
、
情
報
活
用
能
力

の
育
成
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
の
活
用
が
掲
げ
ら
れ

た
。
こ
の
直
後
に
緊
急
事
態
宣

言
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
の
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
措

置
）
が
発
出
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
遠
隔
に
よ
る
保
育
活

動
や
授
業
が
全
国
的
に
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
日
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

保
育
や
教
育
は
日
常
的
に
行
わ

れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
遊
び
や

学
び
に
と
っ
て
大
き
な
利
点
が

考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
幼
稚
園
等
や
学
校

で
栽
培
し
て
い
る
植
物
や
飼
育

し
て
い
る
動
物
等
の
、
夜
間
や

長
期
休
暇
中
の
様
子
を
録
画
し

て
視
聴
す
る
こ
と
で
、
自
分
た

ち
が
育
て
て
い
る
動
植
物
の
生

態
に
つ
い
て
、
よ
り
興
味
や
関

心
を
も
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
表
現
活
動
や
表
現
に
関

す
る
授
業
で
は
、
自
身
の
表
現

を
画
像
や
映
像
で
即
時
に
確
認

で
き
た
り
、
他
者
の
表
現
や
表

現
方
法
を
知
っ
た
り
す
る
こ
と

も
で
き
る
。さ
ら
に
、継
続
的
な

グ
ル
ー
プ
で
の
遊
び
や
学
習
に

お
い
て
は
、
考
え
た
こ
と
や
実

践
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
、
友

達
間
で
目
指
す
方
向
を
常
に
確

認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

こ
う
し
た
実
践
記
録
は
保
育

者
や
教
師
に
と
っ
て
も
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
へ
の
援
助
や
、

自
身
の
指
導
を
省
察
す
る
こ
と

に
も
活
用
で
き
る
。

外
国
籍
の
子
ど
も
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て

も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
よ
っ
て
大

き
く
変
化
し
て
い
る
。
子
ど
も

と
保
育
者
や
教
師
が
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
会
話
の
翻
訳

機
能
を
介
し
、
思
い
や
考
え
を

伝
え
あ
う
こ
と
で
、
ク
ラ
ス
で

孤
立
す
る
こ
と
な
く
子
ど
も
の

気
持
ち
や
遊
び
を
支
え
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

連
絡
や
お
便
り
は
、
翻
訳
機
能

を
利
用
す
る
こ
と
で
保
護
者
の

母
国
語
に
よ
る
伝
達
が
容
易
と

な
り
、
保
育
者
や
教
師
の
負
担

も
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
活
用
に
よ
り
、
外
国
籍

の
保
護
者
の
不
安
や
ニ
ー
ズ
を

幼
稚
園
等
や
学
校
側
が
把
握
し
、

外
国
籍
の
保
護
者
は
幼
稚
園
等

や
学
校
、
保
育
者
や
教
師
の
指

導
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
ま

た
、病
気
や
障
害
に
よ
り
通
園
・

通
学
が
難
し
い
子
ど
も
と
も
、

画
面
を
通
じ
て
一
緒
に
遊
ん
だ

り
学
習
し
た
り
す
る
こ
と
が
日

常
的
に
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。

一
方
で
、
保
育
者
や
教
師
が

画
像
や
映
像
に
記
録
す
る
こ
と

を
優
先
し
た
り
過
信
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
目
の
前
に
い
る
子

ど
も
の
気
持
ち
や
ク
ラ
ス
の
実

態
を
把
握
す
る
こ
と
が
お
ざ
な

り
に
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

配
慮
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

ま
た
、指
導
計
画
を
立
て
る
際
に

Ａ
Ｉ
を
使
用
す
る
場
合
や
、教
職

員
間
で
の
情
報
共
有
で
は
個
人

情
報
に
つ
い
て
十
分
留
意
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
、
直
接
的

な
体
験
を
補
完
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
つ
の

間
に
か
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
間
接
的

な
体
験
が
、
実
際
に
経
験
し
た

こ
と
に
置
き
換
わ
っ
て
し
ま
う

こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

直
接
的
な
体
験
に
重
き
を
置

き
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
資

質
・
能
力
に
必
要
な
「
3
つ
の

柱
」（
個
別
の
知
能
・
技
術
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
、

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性

等
）
に
基
づ
く
学
び
を
育
み
、

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

に
つ
な
が
る
よ
う
、
保
育
者
や

教
師
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
そ
の

可
能
性
に
つ
い
て
考
え
、
実
践

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

（
國
學
院
大
學
教
授
）

世
界
の
栄
養
問
題
は
、
二
〇

一
五
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
お
け
る
保

健
医
療
分
野
（
目
標
3：

す
べ

て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
）、

お
よ
び
食
料
安
全
保
障
（
フ
ー

ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
分
野
（
目

標
2：

飢
餓
を
ゼ
ロ
に
）
の
そ

れ
ぞ
れ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
「
栄

養
」
の
文
言
が
盛
り
込
ま
れ

て
、
具
体
的
な
指
標
が
設
定
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
前
身
で
あ
る
二
〇
〇
〇
年
か

ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

に
お
い
て
、
目
標
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
「
栄
養
」
の
文
言
は
含
ま

れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

国
際
社
会
共
通
の
目
標
の
中

に
、
文
言
が
入
る
こ
と
に
は
大

き
な
意
味
が
あ
る
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ま
で
の
間
、
世

界
の
栄
養
問
題
の
取
り
扱
い
に

ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

栄
養
問
題
の
重
要
性
は
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
以
前
よ
り
国
際
社
会
で
も

十
分
理
解
さ
れ
て
い
た
。

一
九
九
二
年
の
第
一
回
国
際

栄
養
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
世

界
栄
養
宣
言
と
行
動
計
画
」
に

は
、「
栄
養
学
的
に
適
切
で
安

全
な
食
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

個
々
人
の
権
利
で
あ
る
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
、
栄
養

と
食
料
に
人
権
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
し
た
こ
の
考
え
方
は
、
大
変

画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
保
健
医
療
分
野
に
お
い

て
は
、
当
時
急
激
な
拡
大
を
み

せ
て
い
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
等

の
感
染
症
対
策
に
、
よ
り
多
く

の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
。

世
界
の
食
料
問
題
に
つ
い
て

は
、
一
九
二
九
年
の
世
界
大
恐

慌
を
機
に
様
々
な
議
論
が
行
わ

れ
て
き
た
。
そ
の
中
心
的
な

テ
ー
マ
は
長
き
に
わ
た
り
食
料

の
量
的
確
保
で
あ
っ
た
が
、
一

九
九
六
年
の
世
界
食
料
サ
ミ
ッ

ト
で
、
フ
ー
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

も
人
権
の
一
環
で
あ
る
と
明
確

に
示
さ
れ
て
以
降
、
フ
ー
ド
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
議
論
は
「
量
」

の
問
題
に
加
え
て
栄
養
面
を
考

慮
し
た
「
質
」
に
及
ぶ
発
展
を

み
せ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
気

候
変
動
に
よ
る
食
料
問
題
の
深

刻
化
に
伴
っ
て
、
フ
ー
ド
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
栄
養
問
題
も
こ
れ
ま
で
以

上
に
関
心
を
集
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
栄

養
問
題
の
解
決
に
よ
る
経
済
効

果
の
高
さ
が
広
く
認
識
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
も
国
際
社
会
で

栄
養
へ
の
注
目
度
を
高
め
る
後

押
し
と
な
っ
た
。
二
〇
一
〇
年

以
降
に
国
連
世
界
食
糧
計
画

（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
が
国
別
に
次
々
と

発
表
し
た
、
栄
養
不
良
に
よ
る

生
産
性
低
下
や
医
療
コ
ス
ト
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
換
算
に
対
し
て
、
二
〇

一
三
年
、
当
時
の
国
連
食
糧
農

業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
事
務
局
長

は
、
栄
養
不
良
の
世
界
経
済
に

対
す
る
損
失
コ
ス
ト
（
世
界
の

総
生
産
額
の
約
五
パ
ー
セ
ン
ト

に
相
当
す
る
三
兆
五
千
億
ド

ル
）
を
「
許
容
し
が
た
い
大
き

さ
」
と
表
現
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
目
標
は
、
単

独
で
は
な
く
相
互
に
関
連
性
を

も
っ
て
い
る
。
栄
養
問
題
も
ま

た
、
様
々
な
課
題
と
関
連
し
た

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
う
認

識
の
拡
大
と
浸
透
が
、
現
在
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
文
言
に
反
映
さ
れ

た
の
だ
と
考
え
る
。
紛
争
や
自

然
災
害
発
生
時
に
食
料
援
助
を

担
う
Ｗ
Ｆ
Ｐ
や
、
コ
ロ
ナ
禍
の

飢
餓
人
口
増
加
で
そ
の
必
要
性

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
フ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
変
革
に
取
り
組
む
Ｆ

Ａ
Ｏ
も
ま
た
、
栄
養
面
に
配
慮

し
た
食
料
を
強
調
し
て
い
る
。

二
〇
二
〇
年
に
は
Ｗ
Ｆ
Ｐ
や

Ｆ
Ａ
Ｏ
を
含
む
国
連
5
機
関
か

ら
な
る
「
国
連
栄
養
（U

N
N
utrition

）」
が
設
立
さ
れ
、

世
界
の
栄
養
問
題
は
、
現
在
マ

ル
チ
セ
ク
タ
ー
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。（

中
村
学
園
大
学
教
授
）

長
寿
社
会
に
お
い
て「
介
護
」は
誰
に

で
も
起
こ
り
得
る
。
核
家
族
の
共
働
き

世
帯
が
主
流
と
な
っ
た
今
、
実
子
や
そ

の
配
偶
者
が
無
償
の
介
護
労
働
を
担
う

こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、「
介
護
は
地
域

で
」と
い
う
流
れ
の
中
で
、配
偶
者
の
親

の
介
護
の
た
め
に
仕
事
を
辞
め
る
と
い

う
選
択
肢
は
選
ば
れ
に
く
く
な
っ
た
。

既
婚
・
未
婚
を
問
わ
ず
介
護
責
任
を
免

れ
得
な
い
時
代
が
到
来
し
、
男
女
問
わ

ず
親
の
介
護
を
し
な
が
ら
仕
事
を
辞
め

ず
に
両
立
で
き
る
働
き
方
と
生
活
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

仕
事
と
介
護
を
両
立
す
る
た
め
の
支

援
制
度
は
、
育
児
・
介
護
休
業
法
に
設

け
ら
れ
て
い
る
が
、
介
護
離
職
は
毎
年

十
万
人
前
後
に
の
ぼ
る
。介
護
休
業
は
、

対
象
家
族
一
人
に
つ
き
最
大
で
九
十
三

日
取
得
で
き
る
が
、
介
護
の
平
均
期
間

で
あ
る
五
年
に
比
べ
る
と
ず
い
ぶ
ん
短

い
設
定
で
あ
る
。
こ
の
期
間
を
活
用
し

て
、
要
介
護
の
手
続
を
進
め
、
適
切
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
選
定
し
、
在
宅
介
護

の
環
境
の
整
備
、
あ
る
い
は
施
設
入
居

の
手
続
き
を
と
る
等
、
着
々
と
介
護
体

制
を
構
築
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
、
介
護
保
険
の
申
請
手
続

開
始
か
ら
、
要
介
護
認
定
が
お
り
る
ま

で
に
一
〜
二
か
月
を
要
す
る
こ
と
も
珍

し
く
な
い
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は

要
介
護
3
以
上
で
な
け
れ
ば
入
所
で
き

な
い
が
、都
市
部
で
は
待
機
者
が
多
く
、

す
ぐ
に
入
れ
る
施
設
と
な
る
と
利
用
料

が
高
額
な
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
し
か
空

き
が
な
い
。
空
き
を
待
つ
間
を
在
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
で
し
の
ぐ
に
し
て
も
、
休

業
期
間
が
残
り
わ
ず
か
に
な
る
と
、
高

額
な
利
用
料
だ
が
サ
ー
ビ
ス
の
手
厚
い

施
設
か
、
人
員
配
置
や
サ
ー
ビ
ス
が
不

安
だ
が
低
額
の
施
設
か
、
離
職
し
て
自

ら
介
護
す
る
か
の
選
択
に
迫
ら
れ
る
。

あ
る
五
十
代
男
性
の
場
合
、
独
居
の

母
親
の
認
知
症
が
発
覚
し
引
き
取
り
、

介
護
を
は
じ
め
た
。
介
護
休
業
を
取
得

す
る
と
、
ま
ず
は
介
護
保
険
の
申
請
を

行
い
、
入
居
施
設
が
み
つ
か
る
ま
で
、

平
日
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
ヘ
ル
パ
ー
利

用
、
土
日
は
家
族
で
ケ
ア
す
る
体
制
を

整
え
た
。
し
か
し
、
休
業
期
間
内
に
母

親
や
家
族
の
希
望
に
あ
う
施
設
に
空
き

が
出
る
こ
と
は
な
く
、
高
額
な
施
設
へ

の
入
居
も
や
む
な
し
と
実
家
売
却
に
よ

る
資
金
確
保
に
奔
走
す
る
も
、
売
却
交

渉
が
長
期
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
休
職

と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
待
機
期
間
の
長
期
化
や

要
介
護
状
態
の
進
行
、
入
居
資
金
調
達

の
困
難
、
介
護
を
め
ぐ
る
ス
ト
レ
ス
な

ど
に
よ
っ
て
、
九
十
三
日
以
内
に
復
職

で
き
な
い
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
と
思

わ
れ
る
。
事
例
の
男
性
は
、
資
金
調
達

と
認
知
症
介
護
の
二
重
負
担
で
心
身
の

不
調
を
生
じ
、
傷
病
休
暇
に
切
り
替
え

た
。
そ
の
九
か
月
後
に
母
親
は
入
所
で

き
た
が
、
自
身
の
回
復
に
時
間
を
要

し
、
傷
病
休
暇
満
了
後
も
復
職
せ
ず
、

残
念
な
が
ら
離
職
に
至
っ
て
い
る
。

多
様
な
要
因
が
絡
む
介
護
離
職
を
防

ぐ
に
は
、
働
く
側
が
介
護
に
備
え
て
生

活
設
計
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
雇
用
側

に
も
九
十
三
日
の
分
割
方
法
や
、
短
時

間
勤
務
の
有
効
な
活
用
法
な
ど
に
つ
い

て
個
別
事
情
に
即
し
た
相
談
体
制
が
必

要
で
あ
る
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
介

護
福
祉
職
は
、
介
護
へ
の
助
言
は
で
き

て
も
、
介
護
者
の
働
き
方
に
つ
い
て
は

専
門
外
で
あ
る
。
準
備
期
間
の
あ
る
育

児
休
業
と
異
な
り
、
介
護
は
突
然
に

や
っ
て
く
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
介

護
に
よ
る
心
理
的
・
経
済
的
負
担
の
た

め
介
護
離
職
に
至
る
前
に
、
介
護
休
業

の
取
り
方
に
つ
い
て
も
親
身
に
相
談
に

応
じ
る
体
制
が
求
め
ら
れ
る
。

（
静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
准
教
授
）

新

刊

教

科

書

Ｎ
ブ
ッ
ク
ス

髙
田
和
子

編
著

B5
192頁
2750円

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学

栄
養
・
ス
ポ
ー
ツ
・
保
健
分
野
の
た
め
の

香
川
靖
雄

監
修

松
本
泉
美
・
吉
澤
剛
士

編
著

Ｂ5
208頁
3080円

健
康
管
理
概
論

食
品
・
栄
養
を
学
ぶ
学
生
に
ゼ
ロ
か
ら
わ
か
る

叶
内
宏
明
・
山
内

明

竹
中
重
雄

編
著

Ｂ5
200頁
3190円

分

子

栄

養

学

公
衆
栄
養
学
・
栄
養
疫
学
実
習
石
原
淳
子
・
髙
地
リ
ベ
カ
編
著

Ｂ5
168頁
2860円

統
計
情
報
処
理
入
門
緒
方
裕
光

編
著

Ｂ5
144頁
2750円

現
代
食
文
化
論
小
川
聖
子
・
野
林
厚
志

編
著

B5
160頁
2530円

2
0
2
4
年
版
（
2
0
1
9
〜
2
0
2
3
年
度
実
施
分
）

栄
養
士
実
力
認
定
試
験
過
去
問
題
集

全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会

編

Ａ
4
判
／
96
頁
（
別
冊
解
答
・
解
説（
5
年
分
）付
）
1
3
2
0
円

フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
資
格
認
定
試
験
過
去
問
題
集

日
本
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会

編

Ａ
4
判
／
100
頁
（
別
冊
解
答
・
解
説（
5
年
分
）付
）
1
4
3
0
円

教
職
ラ
イ
ブ
ラ
リ

佐
藤

環
・
菱
田
隆
昭

編
著

B5
160頁
2530円

教

育

原

理

美
術
科
教
育
の
基
礎
福
田
隆
眞
・
福
本
謹
一

監
修

Ｂ5
192頁
2860円

コ
ン
パ
ス
シ
リ
ー
ズ

保
育
の
心
理
学
寺
見
陽
子

編
著

Ｂ5
168頁
2310円

身

体

表

現

―
動
画
で
学
ぶ
表
現
遊
び
の
魅
力
―
岡
澤
哲
子
・
遠
藤

晶

編
著

Ｂ5
136頁
2200円

Ｉ
Ｃ
Ｔ
×
保
育
を
考
え
る

香
曽
我
部
琢
・
駒
久
美
子

島
田
由
紀
子

編
著

Ｂ5
136頁
2090円

保
育
内
容
総
論

な
ぜ
か
ら
は
じ
め
る

中
原
朋
生
・
池
田
隆
英

楠
本
恭
之

編
著

B5
176頁
2310円

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論

生
活
支
援
の
基
礎
を
学
ぶ
奥
田
都
子

編
著

Ｂ5
184頁
2750円

―
介
護
・
福
祉
・
看
護
実
践
の
た
め
の
家
政
学
―

観
光
経
営
学
入
門
千
葉
千
枝
子

編
著

Ｂ5
152頁
2530円

介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護
離離離離離離離離離離離離離離
職職職職職職職職職職職職職職
をををををををををををををを
防防防防防防防防防防防防防防
ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ
ママママママママママママママ
ネネネネネネネネネネネネネネ
ジジジジジジジジジジジジジジ
メメメメメメメメメメメメメメ
ンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトト
へへへへへへへへへへへへへへ

奥奥

田田

都都

子子

建
帛
社
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
版
の
販
売
も
開
始
し
ま
し
た

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ア
ド
イ
ン
栄
養
プ
ラ
ス
Ⓡ

Ver
1．5

定
価

2
8
6
0
0
円

髙
田
和
子
・
石
田
裕
美
・
石
原
淳
子

監
修

日
本
食
品
標
準
成
分
表
（
八
訂
）
増
補
2
0
2
3
年

対
応

日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
（
2
0
2
0
年
版
）

・
2
0
2
3
年
4
月
公
表
の
成
分
表
増
補
デ
ー
タ
対
応
の
最
新
版

・
エ
ク
セ
ル
上
で
直
感
的
に
操
作
で
き
る
高
機
能
栄
養
計
算
ソ
フ
ト

・
八
訂
成
分
表
に
お
け
る
推
奨
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
計
算
に
対
応

「
栄
養
プ
ラ
ス
Ⓡ

」
オ
プ
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

食
物
摂
取
頻
度
調
査
票
Ｆ
Ｆ
Ｑ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

定
価

6
6
0
0
円

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
著
作

石
原
淳
子
・
髙
地
リ
ベ
カ
監
修

・
栄
養
素
等
摂
取
量
の
多
少
に
よ
る
集
団
内
で
の
ラ
ン
ク
付
に
最
適
。

・
次
世
代
多
目
的
コ
ホ
ー
ト
研
究
（
Ｊ
Ｐ
Ｈ
Ｃ
―

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
）
に
て

開
発
さ
れ
た
調
査
票
を
ソ
フ
ト
化
。

・
紙
媒
体
、
Ｗ
ｅ
ｂ
回
答
フ
ォ
ー
ム
、
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
と
い
っ

た
、
多
様
な
方
法
で
回
答
収
集
が
可
能
。
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令令令令令令令令令令令令令令
和和和和和和和和和和和和和和
四四四四四四四四四四四四四四
年年年年年年年年年年年年年年
改改改改改改改改改改改改改改
正正正正正正正正正正正正正正
児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童
福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
法法法法法法法法法法法法法法
のののののののののののののの

施施施施施施施施施施施施施施
行行行行行行行行行行行行行行
でででででででででででででで
めめめめめめめめめめめめめめ
ざざざざざざざざざざざざざざ
すすすすすすすすすすすすすす
もももももももももももももも
のののののののののののののの

所所

貞貞

之之

ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ
ルルルルルルルルルルルル
スススススススススススス
ケケケケケケケケケケケケ
アアアアアアアアアアアア
ササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーー
ビビビビビビビビビビビビ
スススススススススススス
にににににににににににに
おおおおおおおおおおおお
けけけけけけけけけけけけ
るるるるるるるるるるるる
エエエエエエエエエエエエ
ビビビビビビビビビビビビ
デデデデデデデデデデデデ
ンンンンンンンンンンンン
スススススススススススス

構構構構構構構構構構構構
築築築築築築築築築築築築
へへへへへへへへへへへへ
のののののののののののの
産産産産産産産産産産産産
業業業業業業業業業業業業
保保保保保保保保保保保保
健健健健健健健健健健健健
分分分分分分分分分分分分
野野野野野野野野野野野野
のののののののののののの
デデデデデデデデデデデデ
ーーーーーーーーーーーー
タタタタタタタタタタタタ
活活活活活活活活活活活活
用用用用用用用用用用用用

松松

本本

泉泉

美美

平
成
二
八
年
の
児
童
福
祉
法

改
正
で
子
ど
も
の
権
利
保
障
を

法
理
念
と
し
て
明
確
に
し
た
こ

と
で
、
そ
れ
を
実
現
す
る
制
度

整
備
が
本
格
化
し
た
。「
新
し

い
社
会
的
養
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

公
表
、
児
童
福
祉
法
上
の
体
罰

禁
止
の
明
記
、
こ
ど
も
家
庭
庁

の
創
設
や
「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」
と
銘
打
っ
た
「
こ
ど
も

未
来
戦
略
」
の
公
表
等
、
近

年
、
子
ど
も
家
庭
福
祉
の
動
き

が
激
し
い
。

令
和
四
年
六
月
の
児
童
福
祉

法
改
正
も
そ
の
流
れ
だ
が
、
内

容
と
し
て
は
①
市
町
村
の
子
育

て
家
庭
へ
の
支
援
の
充
実
、
②

一
時
保
護
の
運
営
改
善
（
一
時

保
護
開
始
時
の
司
法
審
査
の
導

入
等
）、
③
児
童
相
談
所
の
支

援
強
化
（
親
子
再
統
合
支
援
事

業
等
の
新
設
、
里
親
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
）、④
社
会
的
養
育

経
験
者
の
自
立
支
援
（
児
童
自

立
生
活
援
助
事
業
の
年
齢
要
件

等
の
弾
力
化
、
社
会
的
養
護
自

立
支
援
拠
点
事
業
の
新
設
）、

⑤
子
ど
も
の
意
見
聴
取
等
を
行

う
環
境
整
備
、
⑥
「
こ
ど
も
家

庭
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
の

認
定
資
格
の
導
入
、
⑦
子
ど
も

を
わ
い
せ
つ
行
為
か
ら
守
る
環

境
整
備
、
⑧
障
害
児
施
策
の
体

系
の
強
化
等
で
あ
っ
た
。

こ
の
改
正
は
、
す
べ
て
の
子

ど
も
や
子
育
て
家
庭
を
対
象
と

す
る
包
括
的
な
支
援
体
制
の
強

化
を
め
ざ
し
て
い
る
。
こ
れ
は

子
ど
も
家
庭
福
祉
に
お
け
る
、

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー

チ
と
し
て
の
子
育
て
支
援
か
ら

ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
の
社
会
的
養
護
に
至
る
施
策

体
系
の
強
化
と
い
え
る
。

予
防
医
学
の
概
念
に
従
う
と

子
ど
も
家
庭
福
祉
の
施
策
は
、

主
に
地
域
の
子
育
て
支
援
が

「
未
然
防
止
（
一
次
予
防
）」、

要
保
護
児
童
を
対
象
と
す
る
社

会
的
養
護
が
「
再
発
防
止
（
三

次
予
防
）」
に
位
置
づ
く
。

改
正
に
よ
り
、
従
来
手
薄
で

あ
っ
た
「
悪
化
防
止
（
二
次
予

防
）」
の
施
策
の
拡
充
が
図
ら

れ
て
い
る
。
生
活
課
題
を
抱
え

て
い
る
状
況
が
す
で
に
発
見
さ

れ
て
い
る
者
、
つ
ま
り
、
保
護

者
へ
の
養
育
支
援
が
特
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
「
要
支
援
児

童
」、
出
産
前
か
ら
の
支
援
が

特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
「
特

定
妊
婦
」
を
対
象
と
し
た
支
援

の
拡
充
で
あ
る
。

関
連
事
業
を
あ
げ
る
と
、
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
は
、
妊
産

婦
・
子
ど
も
・
子
育
て
世
帯
へ

の
包
括
的
な
相
談
支
援
や
、
支

援
を
要
す
る
子
ど
も
や
妊
産
婦

等
へ
の
支
援
計
画
の
作
成
を
行

う
。
子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事

業
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
含

む
要
支
援
児
童
や
特
定
妊
婦
に

対
し
て
家
事
や
養
育
に
関
す
る

援
助
を
行
う
。
児
童
育
成
支
援

拠
点
事
業
は
、
虐
待
リ
ス
ク
が

高
い
、
不
登
校
で
あ
る
等
、
養

育
環
境
等
の
課
題
を
抱
え
る
子

ど
も
を
対
象
に
、
学
校
や
家
以

外
の
居
場
所
づ
く
り
を
支
援
す

る
。
親
子
関
係
形
成
支
援
事
業

は
、
要
支
援
児
童
と
そ
の
保
護

者
等
を
対
象
に
ペ
ア
レ
ン
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
等
を
通
じ
て
親
子

間
の
適
切
な
関
係
性
の
構
築
を

め
ざ
す
。
妊
産
婦
等
生
活
援
助

事
業
は
、
特
定
妊
婦
等
に
一
時

的
な
住
居
や
食
事
提
供
等
の
日

常
生
活
の
支
援
、
養
育
等
に
か

か
わ
る
相
談
・
助
言
等
を
行
う
。

こ
れ
ら
事
業
を
含
む
改
正
内

容
の
大
部
分
は
今
年
度
よ
り
施

行
さ
れ
て
い
る
。
依
然
と
し
て

子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
。
対
象
者

の
抱
え
る
生
活
課
題
が
す
べ
か

ら
く「
発
見
」
さ
れ
、適
切
な
支

援
に
つ
な
が
る
既
述
の
よ
う
な

制
度
整
備
が
、子
ど
も
家
庭
福
祉

の
施
策
体
系
の
強
化
を
促
し
、す

べ
て
の
子
ど
も
の
権
利
保
障
へ

結
実
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
城
西
国
際
大
学
教
授
）

国
民
の
健
康
づ
く
り
対
策
で

あ
る
「
健
康
日
本
21
（
第
三

次
）」
は
、
二
番
目
の
目
標
と

し
て
「
個
人
の
行
動
と
健
康
状

態
の
改
善
」
を
掲
げ
、
今
年
度

か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

目
標
は
、
一
次
予
防
と
し
て
の

生
活
習
慣
の
改
善
に
該
当
し
、

設
定
の
指
標
に
は
、
先
行
研
究

に
よ
る
科
学
的
根
拠
（
以
下
、

エ
ビ
デ
ン
ス
）
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。

何
を
ど
の
よ
う
に
介
入
す
れ

ば
、
よ
り
よ
い
効
果
が
得
ら
れ

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
重
視
す

る
う
え
で
は
、
こ
の
エ
ビ
デ
ン

ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
疫
学

手
法
と
し
て
の
大
規
模
な
コ

ホ
ー
ト
研
究
に
よ
る
生
活
習
慣

と
疾
患
罹
患
の
関
連
特
定
以
外

に
も
、
日
本
人
を
対
象
と
し
た

介
入
研
究
を
必
要
と
し
、
そ
の

研
究
成
果
と
し
て
の
エ
ビ
デ
ン

ス
構
築
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

行
政
が
住
民
に
提
供
す
る
保

健
事
業
と
し
て
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
例
え
ば
、

運
動
や
食
事
・
喫
煙
習
慣
の
改

善
を
目
的
と
し
た
介
入
で
あ
る

各
種
教
室
は
、
参
加
者
が
少
数

で
、
参
加
者
の
均
一
化
や
対
照

群
の
設
定
、
継
続
的
な
追
跡
調

査
が
難
し
く
、
質
の
高
い
エ
ビ

デ
ン
ス
を
得
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
や

厚
生
労
働
省
の
科
学
研
究
助
成

を
活
用
し
た
多
様
な
介
入
研
究

も
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
研
究

の
特
殊
性
や
対
象
者
規
模
か
ら

質
的
に
有
用
な
エ
ビ
デ
ン
ス
が

確
保
で
き
て
い
る
と
は
い
え
な

い
状
況
で
あ
る
。

そ
こ
で
着
目
し
た
い
の
が
、

産
業
保
健
分
野
で
展
開
さ
れ
て

い
る
「
健
康
経
営
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
従
業
員
の
健
康
管
理

を
経
営
的
な
視
点
で
考
え
、
組

織
ぐ
る
み
で
戦
略
的
に
実
践
す

る
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
で
あ
る
。
大
企
業
で
あ
れ
ば

数
万
人
単
位
の
規
模
と
な
る
。

健
康
診
断
受
診
率
が
百
パ
ー
セ

ン
ト
と
い
う
目
標
を
柱
に
、
食

生
活
・
運
動
・
喫
煙
等
の
健
康

課
題
へ
の
介
入
が
、
従
業
員
へ

の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
社
会
的
認
知
に
も
つ

な
が
る
、
特
に
優
良
な
健
康
経

営
を
実
践
し
て
い
る
法
人
に
与

え
ら
れ
る
「
健
康
経
営
優
良
法

人
認
定
」
を
受
け
る
た
め
に

は
、
実
施
内
容
と
そ
の
結
果
を

申
請
書
に
記
述
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
企
業
は
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
た
多
様
な
取
り

組
み
を
展
開
し
、
従
業
員
全
員

が
参
加
で
き
る
取
り
組
み
が
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を

確
認
で
き
、
結
果
ま
で
可
視
化

可
能
な
ア
プ
リ
開
発
も
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
従

業
員
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の

向
上
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、

医
療
保
険
者
で
あ
る
健
康
保
険

組
合
と
の
協
働
を
前
提
と
す
る

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
と
し
て
、
両
者

の
明
確
な
役
割
分
担
の
も
と
、

加
入
者
で
あ
る
従
業
員
の
疾
病

予
防
と
健
康
づ
く
り
を
効
率

的
・
効
果
的
に
実
行
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
。
介
入
効
果
は

健
康
診
断
結
果
に
よ
る
評
価
が

可
能
で
、
保
険
者
に
よ
る
レ
セ

プ
ト
情
報
と
合
わ
せ
て
治
療
開

始
の
確
認
が
可
能
な
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
で
も
あ
る
。

筆
者
は
、
中
小
企
業
労
働
者

の
健
康
支
援
の
研
究
で
こ
の
健

康
経
営
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

近
年
、
中
小
企
業
に
お
い
て

も
健
康
経
営
参
画
が
増
大
し
て

お
り
、
介
入
の
質
と
結
果
の
整

合
性
の
確
認
等
、
課
題
が
あ
る

も
の
の
、
こ
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

の
活
用
は
日
本
人
を
対
象
と
し

た
エ
ビ
デ
ン
ス
構
築
が
可
能
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
畿
央
大
学
教
授
）

私
は
長
年
、
鶏
卵
の
加
工
・
調
理
に

伴
う
構
造
変
化
に
つ
い
て
の
研
究
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
キ
ユ
ー

ピ
ー
㈱
・
東
京
家
政
大
学
共
同
研
究
講

座
と
し
て
タ
マ
ゴ
の
お
い
し
さ
研
究
所

を
開
設
し
、
卵
の
消
費
量
向
上
に
伴
う

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活

動
は
、
鶏
卵
に
関
す
る
月
一
回
の
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
の
発
信
と
動
画
（Y

ou-
T
ube

）
の
製
作
や
配
信
、
講
演
会
や

商
品
開
発
な
ど
で
す
。

講
演
や
研
究
活
動
を
続
け
て
い
る
う

ち
に
、
消
費
者
の
疑
問
に
答
え
ら
れ
な

い
家
政
学
分
野
の
研
究
者
で
は
い
け
な

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
生
活
に
結
び

つ
く
身
近
な
こ
と
を
中
心
に
、
消
費
者

が
質
問
し
た
い
こ
と
や
自
分
が
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
と
り
あ

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
動
画
で
は
、
鶏
卵

の
正
し
い
情
報
と
そ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を

消
費
者
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

題
材
で
作
成
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

ゆ
で
卵
の
殻
を
む
き
や
す
く
す
る
方
法

と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
卵
黄
は
赤
み
が

あ
る
色
の
方
が
お
い
し
く
み
え
る
の
が

本
当
か
、
ま
た
、
卵
の
保
存
方
法
で
は

鋭
端
（
先
が
尖
っ
た
方
）
を
上
に
し
て

は
い
け
な
い
の
か
な
ど
も
、
研
究
者
が

科
学
的
に
証
明
す
べ
き
情
報
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

以
前
、
食
旅
行
と
し
て
千
葉
県
銚
子

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
魚
の

す
り
身
を
入
れ
な
い
、
ま
る
で
プ
リ
ン

の
よ
う
な
伊
達
巻
が
あ
る
の
を
知
り
、

そ
の
関
連
で
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
る

と
、
宮
崎
県
に
も
同
じ
よ
う
な
も
の
が

「
卵
焼
き
」
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
し

た
。
卵
焼
き
と
い
え
ば
、
江
戸
料
理
を

紹
介
し
て
い
る
書
籍
に
、「
卵
（
た
ま

ご
）
ふ
わ
ふ
わ
」
と
称
す
る
料
理
が
あ

り
ま
す
。
静
岡
県
袋
井
市
で
は
町
お
こ

し
と
し
て
こ
の
料
理
を
再
現
し
、
土
鍋

に
入
れ
た
ふ
わ
ふ
わ
卵
の
汁
物
が
で
て

き
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
江
戸
時
代
の

書
物
に
は
「
や
わ
ら
か
い
卵
焼
き
」
を

卵
ふ
わ
ふ
わ
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ど
ち
ら
が
本
当
の
形
状
だ
っ
た
の

か
は
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
同
じ
「
卵
焼
き
」
に
、
兵
庫

県
明
石
市
の
「
玉
子
焼
き
（
明
石
焼

き
）」
も
あ
り
ま
す
。
明
石
市
で
玉
子

焼
き
を
取
材
し
た
際
に
、
明
石
焼
き
に

発
展
し
た
理
由
は
、
玉
か
ん
ざ
し
（
髪

飾
り
）
の
サ
ン
ゴ
の
模
造
品
に
卵
白
が

使
用
さ
れ
て
お
り
、
余
っ
た
卵
黄
を
使

用
し
て
つ
く
っ
た
こ
と
が
は
じ
ま
り
だ

と
伺
い
ま
し
た
。
こ
の
話
を
聞
い
た
と

き
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
菓
子
の
カ
ス
テ
ラ
や

鶏
卵
素
麺
な
ど
を
ふ
と
思
い
出
し
ま
し

た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
、
修
道
院
に
卵

を
寄
進
す
る
人
が
多
く
、
卵
白
は
フ
レ

ス
コ
画
の
絵
の
具
や
洗
濯
糊
な
ど
に
使

用
し
、
そ
の
残
っ
た
卵
黄
を
修
道
女
が

工
夫
し
て
お
菓
子
を
つ
く
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

卵
料
理
か
ら
少
し
話
が
逸
れ
ま
す

が
、
最
近
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ド
レ

ス
を
研
究
し
て
い
る
被
服
の
教
員
よ

り
、
ド
レ
ス
の
ハ
リ
を
出
す
の
に
卵
白

を
使
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
話
を
聞
い

て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
卵
の
使
い
道
に
つ

い
て
関
連
し
て
い
る
の
で
は
と
考
え
ま

し
た
。
様
々
な
協
力
の
も
と
、
当
時
使

用
さ
れ
て
い
た
ド
レ
ス
の
古
い
布
地
に

免
疫
染
色
（
抗
体
を
用
い
て
組
織
中
の

た
ん
ぱ
く
質
を
染
色
す
る
方
法
）
を
施

し
て
み
る
と
、
生
地
表
面
に
卵
白
の
組

織
が
付
着
し
て
い
る
の
を
確
認
で
き
ま

し
た
。
こ
の
出
来
事
は
、
卵
を
食
物
・

調
理
と
し
て
の
食
材
で
は
な
く
「
生
活

科
学
」
と
い
う
大
き
な
範
囲
で
考
え
る

必
要
性
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
発
見
は
、
卵
が
食
材
以
外
に

使
用
さ
れ
る
価
値
と
見
方
を
広
げ
、
人

間
生
活
の
中
で
研
究
分
野
や
学
問
が
つ

な
が
る
「
生
活
科
学
」
の
お
も
し
ろ
さ

を
感
じ
た
一
幕
で
し
た
。

（
東
京
家
政
大
学
大
学
院
タ
マ
ゴ
の
お
い

し
さ
研
究
所
・
特
命
教
授
）

改

訂

教

科

書

Ｎ
ブ
ッ
ク
ス

後
藤
政
幸
・
田
口
良
子

中
村
信
也

編
著

B5
248頁
3190円

六
訂

公
衆
衛
生
学

Ｎ
ブ
ッ
ク
ス

井
上
浩
一
・
小
林
実
夏

編
著

B5
232頁
3080円

六
訂

公
衆
栄
養
学〔
第
3
版
〕

管
理
栄
養
士
講
座

伊
達
ち
ぐ
さ
・
松
村
康
弘

編
著

B5
288頁
4400円

三
訂

公
衆
衛
生
学
〔
第
5
版
〕

カ
レ
ン
ト

北
田
善
三
・
須
崎

尚

編
著

B5
216頁
2970円

三
訂

社
会
・
環
境
と
健
康：

公
衆
衛
生
学

カ
レ
ン
ト

由
田
克
士
・
荒
井
裕
介

編
著

B5
224頁
3080円

改
訂

公
衆
栄
養
学
〔
第
3
版
〕

食
べ
物
と
健
康

小
関
正
道
・
鍋
谷
浩
志

編
著

B5
200頁
3080円

三
訂

マ
ス
タ
ー
食
品
学
Ⅰ
〔
第
2
版
〕

食
べ
物
と
健
康

小
関
正
道
・
吉
川
秀
樹

編
著

B5
184頁
2970円

三
訂

マ
ス
タ
ー
食
品
学
Ⅱ
〔
第
2
版
〕

四
訂

応
用
栄
養
学
実
習
〔
第
3
版
〕
五
関
正
江
・
小
林
三
智
子

編
著

B5
216頁
3190円

―
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
で
学
ぶ
栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―

四
訂

マ
ス
タ
ー
栄
養
教
育
論
佐
藤
香
苗
・
安
達
内
美
子

編
著

B5
192頁
3080円

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
学
ぶ

橘
ゆ
か
り
・
森
美
奈
子

編
著

B5
104頁

別冊40頁
2640円

改
訂

栄
養
教
育
論
実
習
〔
第
2
版
〕

四
訂

食
品
の
官
能
評
価
・
鑑
別
演
習
日
本
フ
ー
ド

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会

編

A5
280頁
2640円

シ
ー
ド
ブ
ッ
ク

松
村
和
子

編
著

A5
208頁
2200円

子
ど
も
家
庭
支
援
論
〔
第
2
版
〕

保
育
者
が
学
ぶ

植
木
信
一

編
著

A5
176頁
2090円

改
訂

子
ど
も
家
庭
支
援
論

三
訂

は
じ
め
て
学
ぶ
社
会
福
祉
小
野
澤
昇
・
島
田

肇

編
著

A5
208頁
2200円

保
育
を
学
ぶ
人
の
た
め
の

堀

浩
樹
・
梶

美
保

編
著

B5
144頁
2090円

子
ど
も
の
保
健
〔
第
2
版
〕

福
祉
ラ
イ
ブ
ラ
リ

川
村
匡
由

編
著

A5
264頁
3190円

三
訂

社

会

保

障

近近

刊刊

案案

内内

（
令
和
6
年
9
月
〜
12
月
刊
行
予
定
。

予
価
税
10
％
込
。
予
価
、
頁
数
等
は

変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

）

栄

養

疫

学
栗
木
清
典

編
著

B5
176頁
予価
2970円

―
食
と
健
康
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
―

1
0
0
項
目
で
マ
ス
タ
ー

山
本
祐
司
・
大
石
祐
一

編
著

B5
208頁
予価
2860円

生

物

・

化

学

給
食
経
営
管
理
実
習（
仮
）
大
原
栄
二
・
近
江
雅
代

編
著

B5
144頁
予価
2420円

根
付
く
・
伸
び
る
・
発
展
す
る
こ
ど
も
の
遊
び

宮
城
教
育
大
学
附
属
幼
稚
園

編

B5
112頁
予価
2200円

―
主
体
性
を
は
ぐ
く
む
保
育
の
方
法
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
―

家家家家家家家家家家家家家家
政政政政政政政政政政政政政政
・・・・・・・・・・・・・・
生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活
科科科科科科科科科科科科科科
学学学学学学学学学学学学学学
のののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおお
もももももももももももももも
しししししししししししししし
ろろろろろろろろろろろろろろ
ささささささささささささささ

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵
のののののののののの
研研研研研研研研研研
究究究究究究究究究究
をををををををををを
通通通通通通通通通通
じじじじじじじじじじ
てててててててててて
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

峯峯

木木

眞眞
知知
子子

ご
勤
務
先
・
ご
所
属
等
が
変
わ
ら
れ
ま
し
た
ら
、
当
社
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。な
お
、ご
自
宅
の
住
所
を
ご
教
示
頂
け
ま

し
た
ら
、本
紙
「
土
筆
」
を
ご
自
宅
宛
に
お
送
り
致
し
ま
す
。

tukusi@kenpakusha.co.jp

（
個
人
情
報
は
厳
密
に
管
理
致
し
ま
す
）

芳
名
・
ご
住
所
・
学
校
名
・
科
目
名
を
明
記
の
上
、
お
申
込

み
下
さ
い
。（
ご
採
用
見
本
は
教
科
書
の
み
で
す
）

当
社
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
見
本
請
求
い
た
だ
け
ま
す
。

教
科
書
ご
採
用
検
討
の
た
め
の

見
本
が
入
用
で
し
た
ら
ご
請
求
下
さ
い
。

（４）第120号建 帛 社 だ よ り 「土 筆」2024年（令和6年）9月1日


